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市民と野党の共闘で政治

を変えよう。憲法、くらし、

平和を大切にする都政を
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市
民
と
野
党
の
共
闘

　
候
補
者
一
本
化
の
　
選
挙
区
で
勝
利

１８

小池都政に厳しい審判。与党１６議席減

　二元代表制の議会の代表を選ぶとともに、知

事の都政運営の是非を問う大事な選挙ー都議会

議員選挙。結果は、自民党政治ノー、小池都政

転換をの声がおおきく躍動しました。

６月都議会議員選挙

９月２２日(月) １７：００～
　都庁都民広場横

開会前宣伝行動

都議会第３回定例会

開会  ９月２４日(水)～

閉会１ ０月９日(木)予定

（
談
　
話
）

　
　
　
　
２
０
２
５
年
都
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て

　
去
る
　
日
投
開
票
で
た
た
か
わ
れ
た
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
は
、
昨
年

２２

実
施
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
で
の
自
公
政
権
与
党
の
過
半
数
割
れ
と
い

う
激
動
の
情
勢
の
も
と
で
、
都
民
の
く
ら
し
と
未
来
を
左
右
し
、
連
続
し
て

た
た
か
わ
れ
る
参
議
院
議
員
選
挙
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
選
挙
と
し
て

た
た
か
わ
れ
ま
し
た
。

　
選
挙
戦
で
は
、
歴
代
自
民
党
政
権
の
も
と
で
す
す
め
ら
れ
て
き
た
消
費

税
大
増
税
、
社
会
保
障
の
連
続
的
改
悪
、
徹
底
し
た
雇
用
破
壊
、
さ
ら
に
は

自
民
党
の
底
な
し
の
金
権
腐
敗
政
治
　
そ
し
て
昨
年
来
の
異
常
な
物
価
高

騰
な
ど
、
政
治
の
責
任
が
お
お
き
く
問
わ
れ
る
と
と
も
に
、
財
界
フ
ァ
ー
ス

ト
・
都
民
置
き
去
り
の
小
池
都
政
の
都
政
運
営
と
こ
れ
を
支
え
る
自
民
・
公

明
・
都
民
フ
ァ
の
都
議
会
与
党
の
反
都
民
的
姿
勢
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
さ

ら
に
は
国
政
・
都
政
で
の
裏
金
問
題
や
物
価
高
騰
対
策
な
ど
で
の
有
権
者
の

厳
し
い
審
判
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
裏
金
問
題
が
厳
し
く
問
わ
れ
た
自
民
党
が
　
議
席
、
政
権
与
党

１２

の
公
明
党
が
４
議
席
の
減
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
も
議
会
第
１
党
に
返
り

咲
い
た
と
は
い
え
議
席
数
は
前
回
か
ら
増
や
す
こ
と
は
で
き
ず
自
民
・
公

明
・
都
民
フ
ァ
の
小
池
与
党
が
前
回
選
挙
か
ら
　
議
席
減
と
大
き
く
議
席
を

１６

減
ら
し
、
小
池
都
知
事
の
都
政
運
営
に
対
す
る
都
民
の
審
判
が
下
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
日
本
共
産
党
、
立
憲
民
主
党
、
緑
の
党
、
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
社
民
党
な
ど
の
市
民
と
野
党
の
共
闘
勢
力
は
マ
ス
コ
ミ
を
総
動

員
し
た
小
池
都
知
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
選
挙
に
抗
し
て
、
３
人
区
以
下
の

　
の
選
挙
区
で
候
補
者
の
一
本
化
を
実
現
、
そ
の
う
ち
の
　
の
選
挙
区
で

２５

１８

議
席
を
獲
得
し
、
全
体
と
し
て
前
回
選
挙
の
議
席
数
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
裏
金
問
題
で
自
民
党
か
ら
離
反
し
た
有
権
者
の
受
け
皿
と
し
て

自
民
党
政
治
の
補
完
勢
力
で
あ
る
国
民
民
主
党
が
議
席
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　　
こ
の
都
議
会
選
挙
に
あ
た
り
、
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
は
財
界
フ
ァ
ー

ス
ト
・
都
民
置
き
去
り
の
小
池
都
政
の
実
態
を
厳
し
く
告
発
。
９
年
目
を
迎

え
た
小
池
都
政
の
も
と
で
、
都
民
の
暮
ら
し
は
改
善
さ
れ
た
の
か
、
東
京
の

ま
ち
は
住
み
や
す
く
地
球
に
優
し
い
都
市
に
に
変
わ
っ
た
の
か
、
都
政
が

「
都
民
の
声
が
届
く
」
身
近
な
自
治
体
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
か
…
を
都
民

に
問
い
か
け
る
と
と
も
に
、
昨
年
の
都
知
事
選
挙
で
の
た
た
か
い
を
発
展

さ
せ
、
「
参
院
選
・
都
議
選
　
政
治
を
変
え
よ
う
！
　
都
政
を
都
民
の
手
に

と
り
も
ど
そ
う
！
」
の
旗
を
掲
げ
、
都
政
転
換
を
め
ざ
す
と
り
組
み
を
す
す

め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
都
政
転
換
」
を
め
ざ
す
呼
び
か
け
人
会

議
と
連
携
し
て
と
り
く
み
を
す
す
め
、
５
月
　
日
に
開
催
さ
れ
た
「
都
政
転

２８

換
を
め
ざ
す
呼
び
か
け
人
会
議
」
で
は
野
党
各
党
の
結
集
を
呼
び
か
け
、
立

憲
民
主
党
、
日
本
共
産
党
、
社
民
党
、
新
社
会
党
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
、
緑
の

党
か
ら
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
共
闘
の
た
た
か
い
に

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
は
ひ
き
つ
づ
き
都
民
が
主
人
公
の
都
政
の
実
現

に
全
力
を
上
げ
る
と
と
も
に
、
自
民
党
政
治
に
終
止
符
を
打
つ
た
め
に
、
７

月
３
日
公
示
、　

日
投
票
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
の
市
民
と
野
党
の
共
闘
の

２０

勝
利
、
政
治
の
大
転
換
を
目
指
し
尽
力
す
る
も
の
で
す
。

２
０
２
５
年
６
月
２
8
日

　
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
  事
務
局
長
 中
山
 伸

視　点 参院選

政治を変えよう！
　政治を都民の手にとりもどそう！

　今月２０日投票で参議院議員選挙がたたかわれていま

す。この選挙は消費税減税で国民のくらしを守り、大軍

拡、社会保障の連続改悪、雇用破壊、民主主義破壊の自民

党政治を終わらせる 「政治の大転換」が問われることと

なります。また、昨年の衆議院選挙での自公政権与党の

過半数割れにつづき、都議選で示された自公両党への厳

しい審判の民意をさらに大きくし、参議院でも与党を少

数に追い込み、立憲政治を取りもどしましょう。

　こうしたもとで日本共産党と立憲民主党は6月19日、

市民連合の政策提言を基礎に、与党を少数に追い込むと

いう大義のもとで連携することに合意し、都議会議員選

挙にひきつづき立憲野党が全国17選挙区で候補者を一

本化してたたかうこととなりました。

　国民のくらしと未来を左右する歴史的たたかいとなる

参院選で、憲法と民主主義擁護、国民最優先の立場に立

つ市民と野党の共闘の勝利、革新勢力の躍進で、国民不

在の自民党政治を終わらせましょう。

　
参
院
選
の
さ
な
か
、
公

選
法
に
守
ら
れ
排
外
主

義
を
競
い
合
う
異
様
な

言
論
空
間
が
生
ま
れ
て

い
る
。
欧
州
の
、
特
定
の

人
種
や
少
数
者
へ
の
差

別
を
あ
お
り
台
頭
し
た

極
右
政
党
が
胸
を
よ
ぎ

る
▼
自
民
党
の
「
違
法
外
国
人
ゼ
ロ
」

や
、
国
民
民
主
の
「
税
金
は
日
本
人

の
た
め
に
使
う
」、
維
新
の
「
外
国
人

の
管
理
の
強
化
」
は
、
い
ず
れ
も
根

拠
を
示
さ
ず
「
外
国
人
に
よ
り
国
民

の
安
心
・
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
」

こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
不
安
と

偏
見
を
持
た
れ
た
当
の
外
国
人
は
選

挙
権
を
持
た
な
い
の
だ
か
ら
質
が
悪

い
▼
極
め
つ
け
は
「
日
本
人
フ
ァ
ー

ス
ト
」
を
掲
げ
る
参
政
党
だ
。
社
会

保
障
制
度
の
利
用
制
限
、
帰
化
・
永

住
権
要
件
の
厳
格
化
、
理
念
は
天
皇

中
心
に
一
つ
に
ま
と
ま
る
と
い
う
も

の
。
排
外
主
義
は
、
憎
悪
の
対
象
を

明
確
に
し
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
治
を

軸
に
、
人
種
差
別
主
義
、
歴
史
修
正

主
義
と
親
和
性
が
あ
る
と
い
う
が
そ

の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
だ
▼
世
界
人
権
宣

言
は
「
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
自
由

で
、
そ
の
尊
厳
と
権
利
は
平
等
で
あ

る
」
と
説
く
。
個
人
の
人
権
や
自
由

は
、
特
定
の
人
種
や
国
籍
と
か
か
わ

り
な
く
守
ら
れ
る
べ
き
も
の
な
の
だ
。

排
外
主
義
は
極
端
な
人
種
差
別
で
ド

イ
ツ
を
席
巻
し
た
ナ
チ
ズ
ム
、
朝
鮮

人
や
中
国
人
、
共
産
党
員
が
虐
殺
さ

れ
た
関
東
大
震
災
で
の
出
来
事
を
生

ん
だ
と
さ
れ
る
。
歴
史
を
繰
り
返
し

て
は
な
ら
な
い
の
だ
。（
駒
） 

・
石
破
政
権
の
「
政
治
と
金
」
を
巡
る
姿

　
勢
や
物
価
高
対
策
に
都
民
が
厳
し
い
審

　
判
を
下
し
た
形
だ
。（
東
京
新
聞
社
説
）

・
有
権
者
は
物
価
高
に
不
満
を
抱
き
、
裏

　
金
問
題
も
許
し
て
い
な
い
。（
日
本
経

　
済
新
聞
社
説
）

　
今
回
の
都
議
会
議
員
選
挙
は
、
こ
れ

ら
の
社
説
の
通
り
、
裏
金
問
題
や
物
価

高
騰
対
策
な
ど
自
民
党
政
治
に
対
す
る

都
民
の
不
信
と
怒
り
と
い
う
逆
風
を
真

正
面
か
ら
受
け
た
自
民
党
が
　
議
席
減

１２

と
惨
敗
を
期
し
、
公
明
党

も
大
田
区
で
複
数
議
席
を

失
う
な
ど
４
議
席
を
減
ら

し
ま
し
た
。　

　
一
方
、
都
民
フ
ァ
ー
ス

ト
の
会
は
、
小
池
都
知
事

か
ら
候
補
者
全
員
、
延
べ

４
０
回
に
及
ぶ
応
援
を
受

け
る
と
と
も
に
、
地
域
政

党
を
前
面
に
打
ち
だ
す
こ

と
で
国
政
問
題
の
逆
風
を

受
け
流
し
、
都
議
会
第
１

会
派
を
取
り
も
ど
し
た
も

の
の
、
２
０
１
７
年
の
選
挙
の
　
議
席

４９

に
は
遙
か
に
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
も
、
小
池
都
知
事
の
都
民
フ
ァ
応
援

は
、「
公
務
そ
っ
ち
の
け
で
日
中
か
ら
精

力
的
に
応
援
」（
都
政
新
報
６
月
　
日
付
）

２４

と
都
庁
幹
部
か
ら
批
判
の
声
が
上
げ
ら

れ
る
ほ
ど
異
常
な
も
の
で
し
た
が
、
与

党
３
党
は
前
回
選
挙
よ
り
も
　
議
席
も

１６

後
退
。
小
池
都
知
事
は
都
民
の
信
任
を

得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
、

　
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
は
自
民
党
政
治
の

一
大
危
機
を
ば
か
り
に
、
既
成
政
党
v

s
新
興
勢
力
と
選
挙
戦
を
描
き
出
す
こ

と
で
、
自
民
党
政
治
の
補
完
勢
力
で
あ

る
国
民
民
主
党
や
参
政
党
な
ど
の
浮
上

を
計
り
、
政
権
離
れ
層
の
受
け
皿
と
し

て
、
さ
ら
に
「
減
税
」
や
「
外
国
人
」
な

ど
と
い
う
「
シ
ョ
ー
ト
動
画
に
す
ご
く
合

う
。『
デ
ジ
タ
ル
空
中
戦
』」（
白
鳥
浩
法

政
大
学
大
学
院
教
授
）
を
展
開
す
る
こ
と

で
都
議
会
に
議
席
を
占
め
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
は

市
民
と
野
党
の
共
闘
を
と
り
あ
げ
る
こ

と
は
な
く
、
さ
ら
に
、
地
方
自
治
体

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
葉
上
太
郎
氏
は
「
共

産
党
は
（
略
）。
野
党
第
１
党
だ
っ
た
の

に
新
聞
の
情
勢
分
析
記
事
で
取
り
上
げ

ら
れ
な
い
な
ど
埋
没
さ
せ
ら
れ
た
」
と
指

摘
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

　
同
時
に
、
今
回
の
選
挙
で
は
「
市
民
と

野
党
の
共
闘
で
都
政
転
換
」
を
め
ざ
す
呼

び
か
け
人
会
議
が
告
示
を
前
に
都
議
選

を
共
闘
で
た
た
か
う
こ
と
を
提
起
。
定

数
３
以
下
の
　
選
挙
区
の
内
、　

選
挙

２９

２５

区
で
市
民
と
野
党
の
共
闘
に
よ
る
候
補

者
の
一
本
化
が
実
現
。
さ
ら
に
定
数
４

以
上
の
選
挙
区
で
も
前
進
が
切
り
ひ
ら

か
れ
ま
し
た
。（
写
真
：
当
選
を
喜
ぶ
田
中

と
も
子
氏
・
北
多
摩
３
区
）

共
闘
の
あ
ら
た
な
到
達
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ひ ろ が る 都 民 の た た か い

　
終
戦
、
そ
し
て
戦
争
被
爆
か
ら
8
0

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
昨
年
1
2
月
に
日
本
被
団
協
が
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
て
か
ら
、
世
界

で
も
核
兵
器
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る

中
で
、
先
日
イ
ス
ラ
エ
ル
が
イ
ラ
ン
の

核
施
設
に
先
制
攻
撃
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
も
そ
の
攻
撃
に
参
戦

す
る
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。

　
核
兵
器
を
持
つ
国
が
自
国
の
核
兵
器

は
正
当
化
し
て
お
き
な
が
ら
、
他
国
の

核
開
発
を
許
さ
な
い
、
核
兵
器
転
用
す

る
前
に
力
で
押
さ
え
つ
け
る
と
い
う
こ

と
は
、
核
兵
器
の
抑
止
力
は
何
も
意
味

を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本

政
府
は
ア
メ
リ
カ
の
核
抑
止
力
に
頼
り
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
批
准
も
署
名
も
行

い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
核
抑
止
力
の
破
綻
に
よ
っ

て
核
の
傘
は
役
に
立
た
な
い
と
い
う
こ

と
が
証
明
さ
れ
た
今
、
核
保
有
国
同
士

の
緊
張
が
高
ま
れ
ば
核
戦
争
が
い
つ
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う
世
界
の

情
勢
に
対
し
て
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

日
本
が
果
た
す
べ
き

役
割
は
、
被
爆
者
の
願

い
を
叶
え
る
核
廃
絶

で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
　
今
の
日
本
政
府
に

そ
の
実
現
が
で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
私
た

ち
が
日
本
政
府
を
変

え
て
い
く
し
か
他
に

東京原水協事務局長　 本間　 憲史

方
法
は
無
い
と
思
い
ま
す
。

　
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
今
年
も
行

わ
れ
ま
す
。
被
爆
8
0
年
の
今
年
は
、

広
島
と
長
崎
の
両
市
が
メ
イ
ン
会
場
と

な
り
ま
す
。
広
島
と
長
崎
に
あ
る
原
爆

遺
構
を
目
で
見
て
直
接
肌
で
感
じ
る
こ

と
は
、
被
爆
者
の
そ
し
て
戦
争
経
験
者

の
辛
い
体
験
に
寄
り
添
う
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
被
爆
国
日
本
に
生
ま
れ
た
私
た
ち
が

す
る
べ
き
こ
と
は
、
核
兵
器
の
恐
ろ
し

さ
を
世
界
に
発
信
し
て
、
核
保
有
国
と

核
兵
器
を
必
要
だ
と
思
う
全
て
の
人
た

ち
に
被
爆
者
の
声
を
届
け
る
こ
と
で
す
。

被
爆
者
に
残
さ
れ
た
時
間
は
わ
ず
か
で

す
。
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
語
り
継
ぐ
。

心
で
は
思
っ
て
い
て
も
行
動
に
移
さ
な

け
れ
ば
民
意
は
違
っ
た
方
向
に
進
み
ま

す
。　
平
和
を
望
む
世
界
の
人
た
ち
と
手

を
取
り
合
っ
て
核
兵
器
廃
絶
を
実
現
す

る
、
そ
の
た
め
の
お
力
を
是
非
お
貸
し

く
だ
さ
い
。　

終戦、そして戦争被爆から80年
　　　　　　　　　核兵器廃絶の実現を

　
地
方
自
治
制
度
の
な
か
に
大

都
市
制
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

歴
史
は
封
建
制
の
も
と
で
の
幕

藩
体
制
が
崩
壊
し
、
あ
ら
た
な
中

央
集
権
の
国
家
制
度
の
も
と
で
、

か
つ
て
「
三
都
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
東
京
･
大
阪
･
京
の
３
つ
の

都
市
が
あ
ら
た
に
設
け
ら
れ
た

府
県
制
の
も
と
で
の
「
府
」
に
位

置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
も
と
に
複
数

の
区
が
置
か
れ
た
こ
と
が
大
都

市
制
度
が
は
じ
ま
り
で
す
。

　
そ
の
後
、
近
代
化
の
過
程
で
東

京
・
横
浜
・
名
古
屋
・
京
都
･
大

阪
･
神
戸
の
６
つ
の
都
市
が
、
本

来
、
府
県
の
事
業
で
あ
る
道
路
管

理
な
ど
の
権
限
が
付
与
さ
れ
、

「
六
大
都
市
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
１
９
４
３
年
に
は
東
京

都
だ
け
が
、
戦
時
体
制
の
一
環
と

し
て
、「
首
都
の
行
政
機
能
を
強

化
」
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
府
県

行
政
の
東
京
府
と
市
町
村
行
政

を
担
う
東
京
市
を
廃
止
･
統
合

し
て
、「
東
京
都
制
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
が
今
日
の
東
京

都
の
制
度
の
原
型
で
す
。

　
そ
の
後
、
敗
戦
を
う
け
て
、
１

９
４
７
年
に
「
東
京
都
制
」
が
廃

止
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
「
都
制
」

の
も
と
で
東
京
都
の
直
轄
の
行

政
区
で
あ
っ
た
「
区
」
が
特
別
地

方
公
共
団
体
た
る
「
特
別
区
」
と

な
り
、
大
都
市
行
政
に
関
す
る
事

務
を
除
き
、
市
に
準
ず
る
権
限
を

付
与
さ
れ
、
東
京
都
は
「
特
別
区

（
２
３
区
）を
包
括
す
る
市
役
所
と

し
て
の
機
能
」
と
「
県
庁
と
し
て

の
機
能
」
を
合
わ
せ
も
つ
、
特
殊

な
自
治
体
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
地
方
自
治
法
で
は
、
行
政
上
の

特
例
と
し
て
、「
都
は
、
特
別
区
の

区
域
に
お
い
て
、
広
域
の
団
体
と

し
て
府
県
業
務
を
行
う
ほ
か
、
人

口
が
高
度
に
集
中
す
る
大
都
市

お
け
る
一
体
性
・
統
一
性
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、
市
が
行
う
事
務

の
一
部
（
大
都
市
事
務
）
を
実
施
」

す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
小
池
都
知
事
、
は
複
数
区

に
ま
た
が
る
駅
周
辺
再
開
発
の

「
大
都
市
東
京
の
ま
ち
づ
く
り
」や

「
旧
東
京
市
内
で
骨
格
を
形
成
す

る
道
路
の
整
備
･
管
理
」（
都
資

料
）
な
ど
、
大
都
市
行
政
の
名
の

も
と
に
「
稼
ぐ
都
市
」「
東
京
大
改

造
」
を
爆
速
で
す
す
め
て
い
る
の

で
す
。

都 政 を
考 え る
連載 第4回

- シリーズ -

〈
地
方
自
治
体
の
仕
組
み

　
　

大
都
市
行
政
〉

都
民
生
活
要
求
実
現
大
行
動
実
行
委
員
会

　
2
0
2
6
年
度
東
京
都
予
算
要
望
行

動
に
取
り
組
む
「
2
0
2
5
都
民
生
活
要

求
大
行
動
実
行
委
員
会
」
が
4
月
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
は
労
働
組
合
や
医
療
団

体
、
業
者
団
体
、
障
害
者
団
体
な
ど
　
団
23

体
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
で
、
毎
年

5
0
0
項
目
に
お
よ
ぶ
共
同
要
望
書
を

作
成
。
要
望
書
に
対
す
る
東
京
都
か
ら

の
文
書
回
答
を
も
と
に
、
毎
年
　
月
に

10

都
庁
第
二
本
庁
舎
2
庁
ホ
ー
ル
に
て
終

日
の
要
請
・
懇
談
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
要
請
行
動
は
、
実
行
委
員
会

か
ら
　
組
織
6
7
人
（
延
べ
2
7
8
人
）

22

が
参
加
し
、
東
京
都
は
　
知
事
部
局
・
行

12

政
委
員
会
か
ら
　
人
が
出
席
し
対
応
し

66

ま
し
た
。

　
今
年
4
月
　
日
（
月
）
に
は
東
京
都
と

21

折
衝
を
行
い
ま
し
た
。

　
折
衝
で
は
、
7
月
末
ま
で
に
実
行
委

員
会
か
ら
東
京
都
へ
要
望
書
を
提
出
、

9
月
末
ま
で
に
東
京
都
か
ら
要
望
書
に

対
す
る
回
答
を
受
け
、　

月
上
旬
に
は

10

当
日
要
請
項
目
な
ど
東
京
都
へ
伝
達
す

る
こ
と
、
要
請
行
動
は
　
月
　
日（
金
）都

10

24

庁
舎
第
二
庁
舎
2
庁
ホ
ー
ル
に
て
終
日

開
催
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
実
行
委
員
会
は
、
医
療
、
介

護
、
障
害
者
福
祉
、
高
齢
者
へ
の
福
祉
政

策
、
社
会
福
祉
施
設
へ
の
支
援
、
都
営
住

宅
、
生
活
保
護
、
教
育
、
産
業
行
政
、
労

働
行
政
、
ま
ち
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、

平
和
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
要
求
、
事

業
者
や
そ
こ
で
働
く
労
働
者
に
支
援
を

全国災対連が能登半島災害調査②

解体業者は関西万博にいっている

求
め
る
べ
く
、
各
団
体
で
要
求
項
目
を
作

成
し
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
医
療
・
介
護
崩
壊
や
中
小
企
業
の
事
業

継
続
が
危
惧
さ
れ
る
な
か
、
い
の
ち
と
健

康
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
東
京
都
と
し

て
支
援
や
是
正
す
る
政
策
の
実
現
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
運
動
の
推
進
が
重
要
で

す
。　

　昨年１月に発生した能登半島地震は、死者５９２人、行方不明者２人、

住家の被害は、全壊６,５２０棟、半壊２３,６００棟に及び公共の建物も４７３棟

が被害を受けました。

　また、金沢市と半島北部を結ぶ、のと里山海道や輪島と北陸道を結ぶ

能越自動車道、能登半島の海岸線を走る国道２４９号線などの主要幹線が

土砂崩れや道路の崩落･寸断の被害をうけるとともに、山あいを走る狭

隘な地方道などが至る所で寸断され、あちこちの村落が孤立させられ、

平野部での地震災害とはまるで様相の異なる状況が見られました。また、

峻険な山裾が海岸部までせり出している地域であるため、地盤が不安定

であること、住宅の耐震化が遅れていることなどから住宅被害が拡大さ

れ、さらに、過酷な避難生活で地震の直接の被害からは「助かった、助

けられた命」でありながら、その後、命を失うことになる「災害関連死」

が「直接死」を２２８人も上まわる３６４人にも及んでいます。

　この間の大規模災害で避難生活の長期化が問題となっていますが、そ

の最大の原因は、被害を受け住むことができなくなった住家について、

資力のある限られた人を除いて自力での住宅の再建が困難であることに

あります。にもかかわらず、国は「自助努力」「自己責任」による住宅の

再建を被災者に押しつけ、被災者に手を差し伸べることをしようとしな

いのです。また、能登半島では住宅の再建以前の問題として、建物の除

去が放置されていたことも指摘されています。この点について全国災対

連が政府要請をおこなった席で、内閣府の担当官が「建物の除去がすす

んでいないのは、資格を持った業者がみんな関西万博にいっているから

だ」と言いました。これは国が被災者支援よりも万博の方を優先してい

ることの証左です。実際に、今回訪ねた輪島市門前町の七浦（なつら）

地区では昨年の１１月頃になってやっと住宅の解体が始まったといって

いました。そして「自己責任」による住宅の再建のおしつけのもとで、

集落には再建された住宅は見えず、更地が広がっているだけでした。

　災害から１年半経ったいまでも、道路などのインフラの普及は遅々と

してすすんでいず、避難所生活は１年４ヶ月にも及び、これからの暑い

夏、寒い冬を劣悪なプレハブの仮設住宅で過ごさなければならないので

す。東日本大震災や熊本地震などと比べて、国の対応は明らかに劣って

おり、被災者が置かれている状況はより劣悪です。

　国の対応は「棄民」に他ならないのではないでしょうか。

　

2
0
2
6
年
度
予
算
に
向
け
、
取
り
組
み
が
始
ま
る
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